






























































 第 3 部は、「応挙の写生論」（p305～p419）と題し、応挙の「写生」とは何かという根本的な問
題について考察した。先行研究において、応挙の「写生」は、西洋画の科学的視覚による「写実的」
「客観的」表現であるとくり返し述べられてきた。これに対して、応挙の写生を「速写の写生」「形
似の写生」「生写の写生」に分類して論じた。とりわけ「生写の写生」は、作品に情緒や雰囲気、気
分などの日本的表出があらわれたものであり、そこに応挙の独自性があることを指摘した。また、第
14 章では「円山四条派における装飾性 -円山応挙を中心として」と題して装飾性について触れ、応
挙の絵画は写実と装飾の調和にあることを述べた。終章において、応挙が確立した写生画は、①「伝
統」「古典」「不易」なものに、②「革新」「現代」「流行」のものを加え、これらにさらに③
「力」（経済力、知力）と、④「自由さ」「遊び」などが加味されて、そこにはじめて⑤「新しいも
のの創造」が可能であったと結論付けた。 
